
SELECTED STUDENTS'WORKS 

from studio course 2001 

TAKEYAMA STUDIO "A house for ONE" 

MOTOKI YAMAMOTO 

SHOKO HARA 

TAKAMATSU STUDIO "STRONG/WEAK ARCHUTECTURE" 

SATOSHI KAWAKAMI 

MASASHI ONO 

MUNEMOTO STUDIO "TIIVIE" 

EIGO NAKAI 

TADAHIOE TODA 

スタジオコース

学部の 4回生は毎年「スタジオコース」と呼ばれる設計演習課題に

取り組むことになるC

それぞれの担当教官が独自のテーマを設定し、学生はそのテーマに

応じて、自らの望むコースを所属する研究室に関係なく自由に選択

するといった、いわば卒業設計の前哨戦だ。

その様々な作品の中から、 3コース 6名の作品をここに紹介する。

STUDIO COURSE 

In the 4th grade, undergraduate students take the design 

class called'studio course'. 

Each professor sets up his original subject, and students 

select freely regardness of their laboratory. These 

studios, so called, are'the preliminary skirmish'of 

diploma pmjects. 

We will introduce 6 works among the various courses. 
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写真家の家

犬と住む家

'_} 

敷地は京都の哲学の道沿いの傾斜地である。
一年中観光客があふれている。

仕事の関係て、暗室は欲しい。
あとは、気か向いたときに涸展を開けるような部屋があると
よい。

その部屋は、たまに友達を呼んで騒いたり、
必要なときには写真のスタジオとしても使いたい。

普段の生活にはそれほどの質は要求しない。
さえ保障されていれはそれでよいn



敷地は京都の東山、白）II通りに近く、
周リには住宅やマンションが所狭しと立ち並んでいる住宅街てある。

彼女か詞いたい犬は、おとなしく、賢い、大型犬であるらしい。
また、彼女か出勤しているあいだは、犬は室外でその帰りを待っこ
とになる。

人付き合いはあまり得意てなく、友人が遊ひに来ることはほとんと
ない。
休日は家で犬とのんひりすごすことが多いであろう C

A house for ONE 

takeyama studio 
Hara Shoko 

この住宅は、人のための家ではない。

人と犬か一緒に住むという行為がどのように住宅に現れるへきか
を考えた一つの提案てある。



ANTONI TAPIES MUSEUM SATOSHI KAWAKAMI 









George Segal Museum 



一般大衆の日常の場面

ガラスの箱の中、都市を背景に作品を見る。

人間も作品の一部であるかのように見える。

→ 

螺旋階段

ガラスの箱は空間を切り取り、 「場面の外」と「場面の中」の関係を生み出す。

舞台装罹を取り去り、拍象化した日常場面

都市の風景から隔絶されたすりガラスの箱。

光のみある抽象的な空間。

舞台装置のみのガラスの箱

見られているのはあなただ！



STATION 駅に列車が到着する チャイムの音
町から出てゆく人 ホームで待つ人

X 家へ！昂る人 おこられる生徒

SCHOOL 
しばしのにぎわい かけこみ乗車
そして列車は去ってゆく 楽しそうな授業

町へ来た人

チャイムがなり 休み時間のさわめき

丁adahide 休み時間が終わる 午後の列車

Toda 
教室へ戻る子供たち 旅立ち
残された運動場には 子供の頃の記憶

静けさが再びおとずれた
交錯の場所

駅に流れている時間と
学校に流れる時間 STATION X SCHOOL 
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1/1000 2F plan 1/1000 3F plan 

1/1000 1F plan 



site map (Wachi,Kyoto) 

1/1000 B1 F plan 

1/1000 A-B section 




